
２０１５年農林業センサス２０１５年農林業センサス 農山村地域調査の課題農山村地域調査の課題と対応方向にと対応方向についてついて((案案))

資料９

現状(2010年) 課題 対応方向

市区町村調査 農山村地域調査員の確保 農山村地域調査全体

１ 調査対象

・全国の市区町村

２ 調査方法

・往復郵送調査

３ 調査項目

・ 農林業経営体調査員との競合（約

7,000人の必要数に対し約6,300人

（2010年実績）の確保に留まる）

農 員

・ 調査の枠組みは現行から変更なし

・ 実査時期を27年度上半期に変更

（調査期日は2月1日）

存行政資料 活

農

３ 調査項目

・総土地面積

・林野面積

・地域資源を活用した施設数

農業集落調査

・ 既存行政資料の活用

・ 2000年センサス結果等の情報の接続に

よる集落情報の充実化

・ 東日本大震災被災地域の実態を把握し

適切な調査方法等を検討

農山村の基本構造の把握

・ 調査項目削減による集落情報の減少

・ 再生可能エネルギーなどの施策ニー

１ 調査対象

・全域が市街化区域の農業集落を除

農業集落調査 適切な調査方法等を検討

新たな施策ニーズへの対応
市区町村調査

東日本大震災の被災地域への対応

ズへの対応

・ 実査時期の変更による農林業経営体調

査員の活用

（農業集落(139,176集落：地域資源

把握を目的とし集落機能の有無を問

わない）

２ 調査方法

農業集落調査

・ 被災地域における農業集落の認定及 査員の活用

・ 交通不利地については効率的かつ調査

員の負担が少ない調査方法を検討

・ 再生可能エネルギー関連項目の把握

・調査員の配付回収による、農業集

落精通者の自計調査

３ 調査項目

・地域資源の状況(耕地面積等）

調査困難性への対応

・ 被災地域における農業集落の認定及

び調査方法の検討

・ 個人情報保護への対応

・ 山間部や離島などの交通不利地への

対応

・ 農業集落精通者整理表の更新時期の早

期化

・地域資源の保全(農地の保全等)

・農業集落内での活動状況


